
〇印は当日の診療科担当医師で行ないます。 

ピンク色は女性医師です。 
消化器内科の土曜日(第 1週)の担当医は、ホーム

ページにてご確認ください。 

地域医療連携室 TEL(0940)32-2304 

居宅介護支援センターTEL(0940)32-5224 

デイケアセンター TEL(0940)38-0590 
訪問看護ステーション TEL(0940)32-3600

地域包括支援センターTEL(0940)32-2235 

赤間病院介護医療院 TEL(0940)39-3870 

《関連施設》 

城山庵 TEL(0940)33-8966 

城山之荘 TEL(0940)36-9004 

★診療科目 呼吸器内科 循環器内科 消化器内科 糖尿病内科 内 科 心療内科 放射線科 

リハビリテーション科 

★診療時間 月曜～土曜 午前９時～１２時 午後１時～５時（日祝日は休診） 当院は敷地内禁煙です 

★受付時間 午前８時４０分～１１時３０分 午後１時～４時４５分 

※急患の方は、夜間や日祝日も受け付けいたします。どうぞ、お電話のうえご来院ください。 

医療法人光洋会 赤 間 病 院 TEL(0940)３２-２２０６

《赤間病院ホームページ》https://www.akama-hp.or.jp 赤間病院スマートフォン用ＱＲコード→ 
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こうよう 
日本医療機能評価機構認定病院 2025 年 

9 月 

吉武・赤間・赤間西 

住 居 内 の 温 度 管 理

今月は、「住居内の温度管理」についてご紹介します。 

国土交通省の「健康維持増進住宅の研究について」では、健康負荷の原因となる影響要因

のひとつに熱環境の問題があげられています。高齢者は暑さを感じにくく、「冷房の冷たい

空気が身体にあたるのが苦手」「電気代がもったいない」などの理由から冷房を使用せずに

過ごしている人も多く、住居内で熱中症になる方も少なくありません。特に、集合住宅の最

上階では熱がこもりやすく、天井からの放射熱によって室温も上がり、重度の熱中症患者数

が多くなります。 

東京都「健康・快適居住環境の指針」によると、夏場の室温は摂氏 25～28 度に保ち、外

の気温との差は 7 度以内が目安とされています。高齢者は暑さに対する調節機能も加齢によ

って低下していき、水分も不足しやすくなります。室内に居ても熱中症になるリスクがある

という認識を持って、暑さを我慢せずに冷房や扇風機を使用して、室内の温度が上昇しすぎ

ないように保つことを心がけましょう。 

《理念》・健康を守る様々な活動を通して地域の方々に必要とされ、信頼感を得て 

社会貢献することの出来る病院を目指します。 

・予防医療から慢性期医療、介護、福祉に至るまで、切れ目のないサービスを提供し、

地域包括ケアの実現に努めます。

《ブレッド城（スロベニア） 撮影：吉井 千春 》 

看 護 部 通 信 
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